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オホーツク海北部における夏季のニシンの研究-II

魚群組成の特徴?および魚群の分布と海況との関係についてね

Tさ「 宋音 量主 主台
同ヨ 「司 王手 フてこ

(1975年 12月 24日受理)

Studies on the Ecology of the Herring in the Northern Part 

of the Okhotsk Sea in Summer-n 
On the Characteristics of the Age Composition of the Shoals， 
and the Relationship between their Distribution 

and Hydrographic Conditions 

Toyomi TAKAHASHl料

In a pr邑viouspaper， the size and age composition of the shoals且ndsev阜ral
biological characteristics of the herring， Clupea pallasi， in the northern part of the 

Okhotsk Sea in the summer of 1971 were reported. 1n the present study， the author 
attempt己dto clarify the features of the age composition of th巴 shoa1sand the rela回

tionship between their distribution and hydrographic conditions on the surface layer. 
Fish samples and d旦taof oceanographic observation w阜reobtained by the re町

田archvessel "Oyashio Maru" in the northern part of the Okhotsk Sea in the sum唱

mers of 1971-1973. 
The surface gill nets used 'vvere composed of nets of various m号shsizes 30， 35， 
42， 48， 55， 63， 72， 82 mm， and others， and the results of the analysis of these mesh 

selection curves sugg号5t号dthat these nets can relatively capture herrings non同selec唱

tively. 
The results obtained are summarized呂sIollows: 
1) The shoals were separated into 3 groups according to the type of their age 
composition; 8hoa1 A was composed of fish older than 4 years olcl (3 +)， Shoa1 B 
was mainly composed of 2-3 year-old fish， and 8hoa1 C w品目 mainlycomposed oI 4 
year-old fish. 
2) Shoa1 B was distributed in comparative warm wat巴rs(12-140C)， where the 
temperature and salinity graclient were sma11. 
3) Shoa1 C was observed in only remarkab1y low S乱linityareas (27.1-31 

where the discharges of rivers could have some in立uence.
4) There is a possibility that the阜xtensionof the low salinity waters helped 

to define the distribution of Shoa1 A. 
5) It is deduced that each sho品1gen己rallyseparat告sIrom one another geographi-

cal1y due to the distribution of Shoal B and Shoal C in conn告ctionwith pecu1iar 
water masses， respectively. 

オホーツク海北部の夏季心ニシン Clupeapallasi (CUVIER and V ALENCIENNES)については3 商業目

合の刺し洞では漁獲されなし、小型魚の知見が不十分でトありヲ魚、群但成の特設が明らかにされていなし、。筆者

らは前報1)で，沖合に分布するほぽ全ての大きさのユシンを漁獲し得る多種3演の目合の嗣で構成された刺し

組本論文の要旨は昭和 50年 4月の日本水産学会春季大会で口頭発表した。
料北海道大学水産学部 (Facu1tyof Fish号ries，Hokkaido University， Hakodate， Japan) 
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相を用いて得られた標本を分析した結果として， 1971年夏季のニシンは水域によって魚群組成に相還がみ

られること，お上び Tauisl玉水域と Ayan水域の4才魚は体長，肥満の度合なと、の生物学的特徴が異なっ

ていることを述べた。

今回は 1971年以降3ヵ年の資料を用いて魚群組成の特徴を吟味するとともに，各魚群の分布と水理条件

(水温 e塩分)との関係を検討しヲ当海域における夏季のニシンの分布パターンを解明する手がかりを得た

ので報告する。

本文のとりまとめに当り p 北海道大学水産学部上野元一助教授?前田辰昭助教授に有益な調助言と御意見

を賜った。また，水産庁北海道区水産研ー究所飯塚;害氏には貴重な資料を提供して戴いた。船上における標本

の採集に際しては本学部島崎健二教官，および北資研親潮丸乗組員諸氏に多大な御協力を戴いた。これらの

方々に深甚なる謝意を去す。なお，漁獲統計資料の整理に関し，当教室内田隆裕9 佐藤正三，松平親-，主

君の手をわずらわした。

資料おより、方法

標本は 1971~ 1973年の 3ヵ年， 8~9 月に Fig. 1に示した地点で，さけ@ます幼魚、採集用の表層流網

を用いて得た。試験嗣は 30，35， 42， 48， 55， 63， 72， 82， 93 mm，その他数種に及ぶ目合の嗣を各々 3反づ

っ連結したもので，このうちタニシンがlまぽ正常の擢網の形で漁獲が認められた 30~82 mmの絹糸はナイ

ロン@モノフィラメントの 4号である。得られたニシンは目合別に尾数または重量を記諒したのち，各自合

より 50~150 尾(漁獲の少ない場合は全数)を無作為に抽出し，苦君、結f票本として持ち帰り，実験室にて採鱗

と生物部定を行なった。年令は冬季帯の数に 1を加えて表L，水温@塩分、は親潮丸による観測結果2，3，4)を用

L 、Tこ。

結果および考案

魚群組戒の特徴 1971 ~ 1973年の各漁獲試験点での日合男Ij反当り漁獲/宅数は Table1に示す3mりであ

る。
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number per tan) Table 1. Location of th号 gillnet op告rationand C.P.U.E. (catch 

at each fishing station in 1971-1973 

C.P.U.E. for邑achmesh size (mm) Location Number of 
fishing 
station 82 
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Fig. 2. Annual changes of the 合equ昏ncy
distribution of th号 agかgroupsof the 
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ter担 isfrom the n号tofthe 63 mm  m邑sh

size of the R.γ. "Oy且shioMaruぺ
聾重量 Materials from Japanese com同
mercial fishing. 

{高りを示さないものと推察される。

北*.研の漁獲統計資料U，Q，i)に工れlfラ 1971~ 1973 

年の 8~9 月の主たる景観ニシγ漁場は9 大体p

Nogdan岬から Tolstoiili中にわたる北緯 57 度~59

度の沖合JJ:域に形成された。木材料の中から，最も
商業日合 (58~60 mm)に近い 63mm目合の網か

ら得たニシンの年令組)l止を商業漁獲の資料8，G，10) と

比較すると (Fig.2)，よく類似しており 5才以

上の中 e高令魚、に関する限 f)，漁獲試験点でみられ

たユシン群の年令組成はニシン漁場のものと大きな

相違はないものと推察される O

Table 2は1.000尾以上の高い漁獲を示した試

験点の中で，特に肥満の度合の高い魚、が多かった

Ayan :zJ'(J或の ST.8， 9， 11， 46，および Sakha1in

北東部沖合の ST.37と， fむの試験点とを分類し歩

それぞれの日合別体長陪扱別の反当りi魚獲屠数を示

したもので，この表に茎づき，各主要目合について

石田11)の方法による網目選択性出器、を求めた (Fig.

3)。その結果， 30~72 mmの各自合の調を連結し

て使用した場合ヲ各体長階設問の相対的効率の差は

顕著ではなく，また，特に効率の低い 12~13 cm 

の魚は実在の数量;も非常に少ないと考えられるのでp

各試験点での漁獲物組成は実在の魚群組成と大きな

Fig. 4に 1971~ 1973年の各漁獲試験点における漁獲物の体長組成と年令組成を示す。前報1)で述べた

ように 1971年では水域による魚群組成の相違が認められた。すなわち， Koni半島沖合の ST.1， 2， 17， 

18 では年令 4~12 才の中@大型魚、が分布し 5 才以上の魚、が過半数を占めてL 、たが，この中には 9 才以上

の高令魚も 2~13% 混っていた。これに対し， Okhotsk沖合 (ST.5， 13， 14)は2才の小型魚、(74-99%)，

Ayan水域 (ST.8， 9， 11) は 4 才魚 (73~97%) がそれぞれ主体となっていた。

このような傾l句は 1972年および 1973年にも認められた。 1972年は Koni半島沖合から Nogdan!fl平

沖合主での試験点 (ST.19， 21， 28， 29， 30， 31 ， 32) では年令 4~13 才の組閣で中@大型魚が認められたが3

5 才魚カ~ 57~82% を占めて主体をなし?次いで 6 才魚、または 4 才ー魚、が多か、った。 9 才以上の高令魚は 1971

年に比べて低率 (6%以下)であったが9 上記の全試験点で認められた。これに対し， Ayan水域 (ST.27，

35， 36) では 3 才魚が卓越していた (91~99%) 。また， Sakhalin北東部沖合の ST.37は4才魚、が主体;で

あった(約 80%)0 1973 年は Koni 半島沖合の ST.38 では年令 4~12 才の中。大型魚、がみられ 6 才魚、

が約 56%を占めて主体で、あった。 Okhotsk沖合の ST.43，および Ayan7JJ或の ST.46では，ほとん

ど 4 才魚、のみ認められた (96~98%) 。

設網時間は日没前から日出噴までのおよそlO~H 時間であったが9 この間に約に遭遇する魚群は単一で

はない場合も考えらhる。しかしながらp 大半の漁獲試験点でみられたように，互いに近接した地点、で、の;魚

獲物組成が煩似している場合は9 単一の魚、群か，あるいは向型の組成をもった幾つかの魚群が擢潤したもの

であると思われる O 従ってp このような試験点での漁護物の組成は単一の魚群組成の特i肢をあらわしている

と考えられるc

Fig. 5は図中に示した年令査定の標本数から-{-を年の企漁獲尾故に引きのばした年令組成である。これに

よれば， 1970年扱 (1971年の2才魚)は各年のよ1:¥現数が多心卓越年抜群であると考えられョ出現教の少
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τabie 2. C.P.U，E田 bythe mesh siz号 ofthe gill net by fork length classes in 1971-
1973. Italic figures represent C.P.U.E. at Stations 8， 9， 11， 37， and 46. 
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24.1-25.0 

22.1-23.。

ない 1969年級 (1971竿の 3才魚)および 1971年扱 (1972年の2才魚)は低豊度の年級群であると評価

される。このように当海域のニシンは年級豊度の変動が大きいため，特に少数の年級で

の出現性は不安定なものでで、あろうと考えられる。 2才魚と 3才魚、は同時に漁獲が多い年はみられなかったが9

1971年の3才魚は2才魚の漁獲が多かった地点 (ST四 5，16)で主として漁獲されたことから9 これら 2才

および3才の若令魚は混在して同一分布を示すものと推察されるO

以上の結果から，当海域における夏季のニシンは年令構成によって特徴づけられる 3つの魚群集団に分け

られる。第 I型の魚群は各年， Tauisk水域にみられたもので 4才以上の多くの異なった年令群で構成さ

れている (A群と仮称する)。第E型の魚群は 2~3 才の若令魚、が主体である (B群)。また第E型の魚群は

4才のほぼ単一年令群でイ苦成されている (C群)。 これらの各魚群は一般に地理的分離を示すが9 分布の中

間域に当る ST.16， 33，および ST.41でみられたように 2群が同一地点で擢潤する場合も認められた。

なお， A群は主として経産卵群および次期産卵群で構成されており， B群は明らかに非生産性の魚群:である。

A~C群は同ーポピュレーションにおける各成長段階毎に形成された魚群集団で‘あるようにもみられるが9

A群の4才魚とC群を構成する 4才魚とは体長，肥満度9 および成熟度指数に有意差があることから3 これ

ら4才魚の関係は法目される点である。
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Fig. 4. Fr己匂uencydistribution of the fo1'k length and ag号幽g1'oupsof the he1'1'ing. in 
the noi.the1'n part of the Okhotsk Sea in summer， 1971-1973. 臨 4years old. 



東群の分布と海況との関{系 夏季のニシンの生

息水温および水深については幾つかの報告がなされ

ている。 AYUSHIN12 ) は主群の生息水温は 4~120C

で，少数は 2~30C，および 14~160C で認められ

るとしs 水温躍層が鉛直分布の障壁となっているこ

とを指摘している。 CHERNYA VSKIlらめならびに

KHARITONOVA14)は Tauisk湾東方の水塊が混合

する水域では鉛直移動の規模が大きいことを報告し

ている。また9 これらのことは各層毎の流綱試験操

業結果1めからも裏付げされており，本研究期間中

の魚探記録で、は主たる漁獲物がニシンであった地点

は昼夜を通して水温躍層下の冷水層には魚群の影像が

ほとんどみられなかったので9 本報告では表面下

30mまでの表層における水理条件とニシン群の分

布との関係について検討を行なった。

1971 ~ 1973年における各漁獲試験点での年令別

漁獲屠数と水温@塩分の鉛亘断面を Fig.6~1悶o に

示す。すで

一分7布布を示していfたこのでで、9 ここではそれらを一括し

て扱ったo Figo 6および Fig.7によれば， 1971 

年におけるA群はKoni半島沖合の水温前線、帯およ

びその周辺域でのみ漁獲が認められた。 Khmit邑v-
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skago半島沖合より西側の水域では Nogdan1[1Ej1沖合 (ST包 6，13)当りを境として魚群の組成が異なってい

た。 B群は水温躍層が 10m以深に存在し9 躍層上の水温@塩分の傾度が小さい地点で漁獲がみられた。水
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温は温暖で表面では 12.8~13.80C で、あった。 C群は Amure 河の流入域となっており 9 表面下よりlON

20m層まで水温@塩分ともに鉛直的な傾度が大きい地点でi旬、獲がみられた。特に表面付近は著しく低蛾で

あった (29 .4 ~30.5%o) 。

1972年には (Fig.8， 9)， A群が Koni半島沖合の冷水と暖水の接触域から Nogdan岬沖合までの広い

水域にわたって分布していた。これらの水域の表層部は1l0C以下で、あったが， l10C以下であっても3

30.0ル以下の著しく低蹴な水帯の周辺境 (ST.23， 24， 25)では漁獲が認められなかったo B群は 19i1年

と同様に，表面下 10m 層まで温暖(12.1~12.60C)で9 水j見@塩分の傾度が小さい地点に漁獲が集中して
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いた。また3λmur♀河の河川i水の影響を受け一ζ極めて低蹴 (27.2?ゐ)な水帯が存在してし、た ST.37にB

群が認められた。

1973年は Fig. 10 に示したようにフ Koni 半島沖を除いた水域で、は表面水温が 14~160C であり p 例年

に比べて高温な年で、あった。また Sakhalin北部， Nogdan岬9 および Khmitevskago半島の各沖合では

それぞれ低蹴な水帯がみられL，表層部で、の塩分構造は複雑で、あった。 A群は 30%。台の低蹴水が存在した地

点では漁獲が認められず， Koni半島沖合で水温前提帝となっている ST.38，および低献水帯の外縁部の

ST.41でj魚、獲がみられ，表面塩分f置はそれぞれ 32.5声。と 31.2%0であった。この2地点聞の水温差は著

しく， ST. 38では 9.90C，ST.41では14.80Cで、あった。 C群は低械な ST.47 (27.3~~o) ， ST.43 (30.6 

%0)ヲおよび低誠水と高城水の接触域となっている ST.41で漁獲が認められた。
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以上のように B群とC群の分布は表層における水理条件と強い関連のあることがわかった。すなわち，

B群は前報1) で、述べたように表層の水温が 12~140C と L寸水帯にみられたが3 こうした傾向は 1972年の

場合にも現れており 3 水温@塩分の(頃度が小さい安定した海洋環境の中に分布する傾向を示している。またp

C群は水温との対応性は認められないが， Amure河など河川水の流入域となっている表層低職域に認めら

わした。 A群は 31.0%。以下の{正融域では穐獲がみられなかったことからp 低蹴な水帯がその分布障壁となっ

ている可能性があるものと考えられる。また3 これらのことから9 年令構成の異なる各魚群が一般的に地理

的分離を示すのは，それぞれ特有の水塊と対応しているためと推察され，特にB群とC群との関係はそれを

よく反映している。

なお， A群およびC群が主として出現した Ayanおよび Tauiskの両水域は動物プランクトンが豊富な

水域になっており P12A，15916317) 今後9 ニシンの食住と餌生物の分布との面からも研究を進めてゆくつもりで

ある。

要 約

1971 ~ 1973 年の 8~9 月にオホーツク海北部で行なわれたさげ@ます幼魚採集用の表層流澗に混獲され

たニシンの標本，および海洋観測結果に基づき，当海域における夏季ニシンの群組成の特徴，および魚群の

分布と海況との関係について検討した。。夏季のニシン群は年令構成の特徴からみて 4才以上の年令魚で、構成されている中@高令魚群， 2~3 

才の若令魚主体群，および4才魚主体群の以上 3つの魚群集団に分けられる。これらの各群は一般に地理

的な分離を示す。

2) 若令魚、主体群は表層が温暖 (12~140C)で9 水温@塩分の傾度ヵ:小さい安定した毎洋環境の中に分布

する。

3) 4才魚主体群は水温との対応1生は認められないが， Amure河などの河川水の流入域となっている表

層低鹸域 (27.2~31.2%o) でのみ漁獲が認められた。

4) 中@高令魚群については低舗な水帯が分布障壁となっている可能性があるものと考えられた。

5) 年令構成の異なる各々の魚群集団が一般に地理的分離を示すのは9 それぞれ特有の水塊と対応してい

るためと推察され，特にB群とC群との関係はそれをよく反映している。
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